
富山県は、南北にのびる日本列島の中心、本州の中央北部に位置しています。
三方を北アルプス立山連峰など急峻な山岳地帯に囲まれ、
深い湾を抱くように大きく平野が広がる、まとまりのよい地形をしています。
植生自然比率は本州一。美しく豊かな自然環境に恵まれ、
四季の移り変わりが鮮明で、多種多様な動植物が見られます。
天然の巨大ダムともいえる山々からは、１年を通じて豊かできれいな水が生まれています。
水力発電、各種用水など多目的に利用されており、暮らしや産業を支える重要な資源です。

北緯 36 度 16 分〜 36 度 59 分
東経 136 度 46 分〜 137 度 46 分

位　置

4,247.54㎢面　積

99 万 5,955 人（R6.10.1）人　口
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10 市４町１村が

みなさんを
お待ちしています！

１クラスあたりの人数が少ない

「とやま科学オリンピック」を開催

社会で学ぶ「14 歳の挑戦」

「高校生とやま県議会」

義務標準法によって１クラスの児童・生徒数の標準は小学
校が 35 人、中学校が 40 人と定められていますが、富山
県の１クラス平均は小学校 20.5 人、中学校 27.4 人と、標
準を下回っています。小中学校ともに、半数以上が小規模
校となっており、大人の目が届きやすい環境です。

（学校基本調査 令和 6 年度速報値）

子どもたちの科学に対する関心を高め
るとともに、科学的才能や論理的な思
考力、問題解決能力など、子どもたち
が持っている様々な力や可能性を伸ば
す機会として「とやま科学オリンピック」

（中・高部門）を開催しています。

高校生とやま県議会は、高校生の主体的な政治
参加意識や地域社会へ参画する意識の向上を図
ることを目的に平成 28 年度より実施しています。

「さあ、富山で先生になろう」富山県教育委員会パンフレットより引用

富山県内の中学２年生が、５日間学校
を離れ、地域の人々の指導・援助を受
けながら、職場体験活動やボランティア
活動等に取り組みます。
規範意識や社会性を高め、将来の自分
の生き方を考えるなど、生涯にわたって
たくましく生き抜く力を身に付けます。

　

講
座
は
前
半
と
後
半
の
二
部
構
成
。
前
半

で
は
個
別
面
接
を
、
後
半
で
は
集
団
面
接
・

集
団
討
論
を
扱
い
、
一
方
的
な
講
義
で
は
な

く
、
参
加
者
自
身
が
考
え
、
言
葉
に
し
、
発

表
す
る
ス
タ
イ
ル
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

後
半
は
、「
地
域
と
学
校
の
連
携
」
と
い
う

課
題
で
集
団
面
接
・
集
団
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
課
題
は
「
地
域
と
学
校
の
連
携
」。
参

加
者
は
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
地
域
と
学
校

の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
取
り
組
み
を
話
し

合
い
ま
す
。
地
域
の
方
に
よ
る
学
習
支
援
、
登

下
校
の
見
守
り
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
校

外
学
習
、
富
山
な
ら
で
は
の
歴
史
や
伝
統
を

学
ぶ
授
業
な
ど
、
具
体
的
な
案
が
多
く
出
ま

し
た
。
発
表
後
、
大
野
講
師
は
、
討
論
を
わ

か
り
や
す
く
ま
と
め
る
方
法
と
し
て
、
導
入
・

意
見
の
交
換
・
分
類
・
結
論
と
い
う
段
階
を

踏
む
大
切
さ
を
解
説
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議

論
が
止
ま
っ
た
と
き
の
工
夫
と
し
て
、「
過

去
・
現
在
・
未
来
で
考
え
る
」「
他
地
域
の
例

を
挙
げ
る
」「
発
言
が
少
な
い
人
に
話
を
振

る
」
と
い
っ
た
対
応
方
法
も
紹
介
し
ま
し
た
。

富
山
で
教
員
に
な
る
意
義
を

見
つ
め
直
す

　

最
後
に
、
大
野
講
師
は
、
富
山
の
教
育
に

携
わ
る
こ
と
の
意
義
を
改
め
て
強
調
し
ま
し

た
。「
富
山
は
全
国
の
見
本
に
な
ろ
う
と
す

る
県
で
す
。
こ
こ
で
教
員
に
な
る
と
い
う
こ

と
は
、
日
本
の
教
育
を
よ
り
良
く
す
る
一
員

に
な
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
」
と
語
り
、
セ

ミ
ナ
ー
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
高
沢
由
美
氏
（
よ
し
と
も

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
代
表
取
締
役
）
に

よ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
ア
ッ
プ

講
座
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
魅

力
的
な
教
員
に
な
る
た
め
に
必
要
な
視
点
」。

冒
頭
、
高
沢
氏
か

ら
は
「
魅
力
と
は

何
か
？
」
と
い
う

問
い
が
投
げ
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
魅

力
は
話
し
方
や
表

情
、
声
、
姿
勢
、

考
え
方
な
ど
複
数

の
要
素
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
が
、

「
よ
い
印
象
を
与

え
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は

一
定
の
傾
向
と
再

現
性
が
あ
る
」
と

説
明
し
ま
し
た
。

　

講
義
は
、５
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
進
行
。

座
学
だ
け
で
は
な
く
、
各
テ
ー
マ
ご
と
に
ペ

ア
ワ
ー
ク
や
実
践
形
式
を
取
り
入
れ
、
参
加

者
自
身
が
体
感
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
声
の
ス
ピ
ー
ド
や
抑
揚
、
視
線
の
置
き

方
、
聞
き
手
と
し
て
の
相
づ
ち
な
ど
、
些
細

な
要
素
の
違
い
で
印
象
が
変
わ
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

高
沢
氏
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
は
採
用
試
験
だ
け
で
な
く
、
教
員
と
し
て

働
く
際
の
生
徒
・
同
僚
・
保
護
者
と
の
関
係

構
築
に
も
直
結
す
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
実
践
的
な
視
点
で
「
伝

え
る
力
」「
聞
く
力
」
を
整
理
し
直
す
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
意
識
を
実
践
に
向
け
て
の
内
容

と
な
り
、
今
後
の
準
備
や
現
場
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
活
か
せ
る
学
び
の
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

＊

　

次
回
（
第
3
回
・
12
月
27
日
）
は
「
個
人

／
集
団
面
接
体
験
」、「
情
報
交
換
会
」、「
教

員
採
用
選
考
検
査
に
つ
い
て
」
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
！

採
用
面
接
で
の「
対
応
力
」と
、

採
用
面
接
で
の「
対
応
力
」と
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」の
大
切
さ
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」の
大
切
さ
。 「

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
て
ぃ
ー
ち
ゃ
ー
ず
＇
カ
レ
ッ
ジ
」
第
２
回
で
は
、
富
山
県
で
教
員
を

目
指
す
学
生
や
社
会
人
を
対
象
に
、
大
野
貴
広
講
師
に
よ
る
教
員
採
用
試
験
対
策
セ

ミ
ナ
ー
と
、
高
沢
由
美
氏
に
よ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
ア
ッ
プ
講
座
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
テ
ー
マ
は
、
合
否
を
大
き
く
左
右
す
る
“
面
接
”。
個
別

面
接
、
集
団
面
接
、
そ
し
て
集
団
討
論
と
、
採
用
試
験
の
中
核
と
な
る
ポ
イ
ン
ト
を

扱
う
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

講師　大野 貴広 様

面接対策講座

著書　�KADOKAKAWA『倫理、政治・経済
早わかり一問一答』 等

経歴　�学習塾、専門学校、大学受験予備校、
公務員試験・教員採用試験対策予備
校等の勤務を経て1997年に総合教育
センター早稲田プログレスを個人事
業として設立し、代表に就任。教員
採用試験模試作問、公務員試験模試
作問、受験雑誌の執筆、企業向け適
性試験・採用試験の作成などに携わ
りながら、教員向け研修セミナー講
師や、各大学において、就職試験対
策の各講座の講師、就職相談員など
の業務に携わる。

てぃーちゃーず’
カレッジ

TOYAMA

第 2回 開催レポート


